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流山防災まちづくりプロジェクト：矢口輝美



流山防災まちづくりプロジェクトのあゆみ
2018年9月 パートナーシップ流山主催「女性防災リーダー養成講座」スタート
2019年4月 流山防災まちづくりプロジェクト（NBMP）設立
2020年～2022年 流山市民活動団体公益事業認定
2021年1月 命と暮らしを守る避難所運営ハンドブック策定
2021年10月 令和３年度あしたのまちくらしづくり活動賞 振興奨励賞受賞
2022年 オンラインシンポジウム「次世代に繋げる中学生の防災教育」

（地域みらいねっと：小山内氏 気仙沼市立階上中学校：大野先生）
2022年・2023年・2024年 ESD for 2030学び合いプロジェクト
（関東地方ESD活動支援センター）
「気候変動に適応した実践型防災教育」気候変動×地形×防災×男女共同参画
2024年度東京都中央区提案事業（女性防災リーダー養成講座）

私たちの団体と一緒に何か出来るかも！と思われる方、ぜひご連絡下さい。

ハンドブック オンラインシンポジウム

1

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最初に、流山防災まちづくりプロジェクトのこれまでのあゆみについてお話します。

2018年にパートナーシップながれやま主催の【女性防災リーダー養成講座】がスタート。
自治会長の推薦や、防災に興味がある方が参加しました。
そして全6回の講座の中で、実際に避難所の運営をされていた方、また防災の活動を長年されていて、これまで色々な災害が起きた場所に出向いた事のある方々のお話を聞くことが出来ました。

災害に見舞われた事のない私たちは、【明日大地震が来るかもしれない。実際に避難所を開設するとなった時に、どんな事が必要になるのか】について考えました。

そして防災宣言を発表、2019年4月に流山防災まちづくりプロジェクトを設立しました。
これまでのあゆみについては、こちらです！�よろしければ、QRコードもご覧くださいませ！



誰ひとり取り残さない避難所づくり

でも、なかなか機会がない・・・

自治会で避難所開設
訓練をしたい！

学校で避難所

開設訓練をしたい！



2021年9月
協力のテクノロジーとの出会い

2021年12月
関東地方ESD活動支援センターとの出会い

認定NPO法人
NPOクラブNews Letter
（2021年9月のセミナーに
ついて紹介されています）

私たちの活動は何を目的にしていて、
どんな活動なら社会に波及効果を及
ぼすのか、何をすべきなのか

「気候変動×防災×ジェンダー」
誕生の瞬間！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、こちらから協テクについてお話していきたいと思います。��１．ファーストコンタクトは千葉市で行われたセミナー
NPOの運営をサポートするNPOのセミナー。その時の事が記事になっています！QRコードを見てね！

２．セミナーの形式
2団体が前に出て、ワークシートを順に埋めていく形式
（ワークシート1枚目を順に埋め、次のワークシートに移る形式）�NBNPがまな板の鯉になる事が決まっていたので、活動概要をA4一枚にまとめて用意していったのだが、
松原先生はその紙を見る事もなかった。
皆さんのご想像の通り、すごい速さでワークシートを埋めていく事に・・・
ちなみに、もう一つの団体の方にその後お会いしましたが、全く良さが伝わっていなかった・・・（笑）


３．ワークシートを埋めていく時に思ったこと。
自分が思った以上に、自分の活動について言語化出来ていない事に驚いた。
特に1枚目のワークシート！松原先生が仰るロジックが大事！

その後

個別にNBMPのワークシートを埋める機会をいただいた。
その時の3時間？は、普段使っていない脳みそまでフルで使った！
その際にNBMPの企業向けプログラムを作りたい（実際に企画書を持ち込みたい企業も決まっていて、関係性もある程度出来ていた）というお話をした所、企画書を作っていただいた

更にその後

中央区の協働ステーションでの3日間で合計10時間セミナー宿題付きに参加。
私にとっては、松原先生とNBMPのワークシートを完成させていたら、数か月経った時点での参加。
一から作り直すのかと思っていたのですが・・・追加していけば良い！という事がわかり、今回のワークシートが完成！
その後も、まだまだ進化を続けています。

私にとっては、10団体以上の方が実際に取り組んだワークシートを目撃！
いろいろな団体があって、いろいろな思いがあるんだな～という事がわかりました！

そして・・・思ったのは、
もしかして一枚目が一番大事じゃない？という事でした。

「私たちの活動は何を目的にしていて、どんな活動なら社会に波及効果を及ぼすのか、何をすべきなのかが作業を通してはっきり見えてきた！」





身近な地域に潜む、水害リスクのある場所
と、その理由を理解し、防災リテラシーの必
要性を理解する。

気候変動による、水害リスクの増大に
ついて理解する。

ハザードマップについて
（講師：流山市役所

防災危機管理課）
縄文時代に海だった場所は、
現代においても水害リスクが高
い。ハザードマップの解説をして
いただき、市内で水害リスクが
高い場所がどこかを理解する。

地域の地形の成り立ちを知る
（講師：流山市立博物館 学芸係長）

流山の災害リス
クを理解し、そ
の上で、発災時
にできることを、
リアリティを持っ
て体験する

グループワーク
自分が一連の学習を通じて学んだことを
発表しあうことで《じぶんごと》になる

↑↓吉川副センター長講演資料
出典）A-PLATイラスト素材集

地域固有の具体的な防災上の危険個所と、
その理由を理解する講師：

国立環境研究所
気候変動適応センター(CCCA)
吉川副センター長

約6,000年前は年平均
で今より1～2℃気温が高
く、海面が今より2～4m
高かった

縄文の遺跡は、水没し
ない場所に分伏している。

これらの外部講師による講座や、体験、探究を通じて、気候変動の影響、地域の地形と危険
な場所、避難所の運営などについて理解し、自ら考え行動できる人材を育成したい。

対処法の理解と実践
避難所開設訓練(防災)

令和4年度→令和６年度 ESD2030学び合いプロジェクト（関東）

～気候変動による影響と対策に関する、学びと実践～

原因の理解（地球規模）
気候変動(環境)

原因の理解（地域）
地形(地理)





中学生が避難所運営に関わる意義
地域にとって中学生とは？
・地元にいる可能性が高い
・地域の事を良く知っている
・知力・体力がある

高校生～会社員
・地元にいない可能性が高い

お年寄り
・地元にいる可能性が高い
・地域の事を良く知っている
・体力はない

トレーニング次第で、地域防災の
有力な担い手となり得る

避難所開設訓練の実施

災害発生時に
中学校の避難所開設

・単なる「学習」ではなく、リアルな役割を与えることで、自分ゴト化
・勉強が出来ない子にも、輝けるチャンスを与えることで、
様々な特性の子どもの自己肯定感の向上
・自律的に災害リスクに関して考えるスキルを身に着ける
・将来域外に越しても、どこでも使える「一生モノ」のスキルが身につく。
・リアルな体験を通じて、学習意欲の向上につなげる。

中学生の「生きる力」の向上（教育的効果）

・災害のメカニズムを知る
・避難所開設スキル
・サバイバルスキル（炊き出し、防寒等）
・弱者への対応スキル

・仕事や学校で地域外にいる事の多い大人に代わり、災害時の
担い手の数を増やせる
・防災訓練を通じて、顔の見える関係を作ることで、地域の
レジリエンスの向上

地域にとってのメリット

11.5
2030年までに、貧困層及び
脆弱な立場にある人々の保護
に焦点をあてながら、水関連災

害などの災害による死者や被災者数を大幅
に削減し、世界の国内総生産比で直接的
経済損失を大幅に減らす。

SDGsの11.5を中心とした様々な項目の
理解促進、課題解決の実践につながる

行政からの指示を待つだけでなく、自律的に防災リスクを
判断し、自律的に行動できる力をつける事が最終目標

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、初めて関東地方ESD活動支援センターの伊藤さんとオンラインでお話した時に作って下さった資料です。�その頃は避難所開設訓練をすることに、どういう効果があるのかわからずにいたように思います。�ただただ、中学校が避難所になるんだし、自治会の方も来て練習したらいいんじゃない？�中学生はとっても役に立つということがわかるし、自治会の方も学校に入ることで様子がわかるし！�そこに多様性に配慮することを学ぶ機会を作ったら、災害に強い街になる！と思っていました。�




１．目標開発フレームワーク

ジェンダー指数が低
い。女性の活躍の場
が少ない。

女性の活躍の場を増
やし、ジェンダー指
数を上げる

人々のジェンダーに
関する意識が低い

気候変動×防災×男女

共同参画のプログラ
ム普及により、日常
生活の中にジェンダ
ーの意識を取り入れ
る

このプログラムを他
団体でも実施するこ
とにより全国、世界
で実施できるように
する

目的

問題

原因 解決策（活動） 目標

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここが一番大事！だと思います。



６．相利評価表
関係者 問題（現状） 目的 目標／活動 役割 相利

NBMP ジェンダーの視点が不足

性差別、性別による
固定的役割分担、偏
見等が社会的に 作ら
れたものであること
を意識していこうと
する視点のある社会

気候変動×防災×
男女共同参画のプ
ログラム普及によ
り、日常生活の中
にジェンダーの意
識を取り入れる

多様性のある避難所
開設プログラムの実施

ジェンダーの視点を持
つ人が社会に増えてい
く

NPO法人パー
トナーシップな
がれやま

ジェンダーの視点が不足

様々な事業を通して、
だれもがともに個性
や能力を十分に発揮
できる社会づくりに
寄与すること

事業の実施
ジェンダーの視点を持
つ人が社会に増えてい
く

男女共同参画
室

ジェンダーの視点が不足

男女共同参画社会を
つくるための計画の
推進、事業の実施や
啓発

広報
ジェンダーの視点を持
つ人が社会に増える

防災危機管理
課

住民に防災・減災の
知識が不足している

住民が防災の知識を
得ることで、行政の
負担を減らす

NBMPと協力して自
治会の理解を進める

住民が防災・減災の知識
を得て、助け合いで行政
の負担が減る

コミュニティ課
公益事業の成功事例が少
ない

成功事例を増やす
NBMPの事例を成功
事例としてPRする

公益事業の成果がある
ことが証明できる



気候変動×ジェンダー（流山市立東部中学校） 生徒の感想
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